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10/21（日）

PHOTO NEWS

清瀬の商店や市民の方 と々交流できる良い機会です

主催：北海道社会福祉系大学等卒業生等交流会（通称「ヨコイト」）　　北海道新聞小樽支社

「さんさんさん」は、“まちづくり”をテーマに清瀬の街で活動するサークルです

学生サークル「さんさんさん」の｢きよせのいいとこあつめ｣

第２日目「秋季セミナー・小樽Tour」

市民公開セミナーin小樽10/20（土）・21（日）

きよせ市民まつり 2018・社大ボラセン企画 初出店10/21（日）
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第49回社大祭 10/27（土）・28（日）

今年のテーマ「Ｌ∞Ｐ～広げていこう無限の輪～」

イベントカウントダウン

私も社大祭を応援しています

モザイクアート（モデルは神野学長）

フラワーシャワー・ブーケトスセレモニーフラワーシャワー・ブーケトスセレモニー

大学で結婚式します。実行委員がオリジナルでお届けする企画です。
ハイライトはＨＡＰＰＹ　♡　ＷＥＤＤＩＮＧ
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●これからの活動
　言の葉の活動で最も大きなイベントである東久留米子ども祭りに、来年
も参加させていただきます。今年は2日間にわたって、総勢40人以上の言
の葉部員が参加してくれました。来年も大成功して終われるように、各学年
が協力して準備を進めていきます。               （サークル代表　田中直樹）

言の葉って？？ 
　児童館の活動に社大生のボランティアとして参加させて
もらって、子どもたちと一緒に遊んだり、特別養護老人ホー
ムで高齢者と一緒に遊べるプログラムを企画・実行したりし
ます。気軽に参加できて、サークル員とはもちろん、子ども
たちや高齢者とも楽しく仲良くなれるサークルです。

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

　1,2年生の親睦会で、毎年5月にまんパクというグルメフェスに行った時の
写真です。2年生は盛り上げ上手で、1年生は個性的な人たちが多いです。

　東久留米子ども祭りでは言の葉の学生が、子どもたちに
フェイスペインテングを行いました。

　8月に行われる特別養護老人ホームの納涼祭
では、浴衣を着てお祭りのお手伝いをします。

　東久留米子どもまつりのメイン看板は毎年言の葉が作成担当をしていま
す。子どもが好きになってくれるようなかわいいデザインを考えて作りました。

言の葉
活動メモ

  5月 東久留米子ども祭り
  7月 児童館の子ども祭り
  8月 特別養護老人ホームの納涼会
10月 学祭
12月 児童館のクリスマス会
他、児童館2つとジュニアクラブ、特別養
護老人ホームのボランティアが各、月1回
ずつあります。

ボランティアサークル

遊びでみんなの笑顔を広げる遊びでみんなの笑顔を広げる
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“ボラサー同士で繋がろう！”
社事大では15のサークルが、様々な分野で活発
なボランティア活動を展開しています。ボランティ
アセンターでは、各サークル代表から活動の様子
を聞き取り、必要なサポートや情報の提供を行って
いますが、学生スタッフの「サークル同士の横の繋
がりを深めたい」との思いから交流会を開催するこ
ととなりました。

母校の支援と同窓生のネットワークを生かすため、あなたの同窓会への参加をお待ちしています。

  ボランティアセンター学生スタッフ「1  step」

「ボランティアサークル交流会」を開催

「言の葉」「幻灯会」「社大BBS会」「Cocoa」「プレイケアサー
クルおもちゃばこ」から10名の学生が参加。事前に実施したア
ンケートを基に、「代表の悩み」「今後してみたい活動」「他サー
クルとの協働」をテーマに設定して、「1 step」メンバーも交え
て意見交換しました。

◆代表の悩みは・・・活動の人集め！部員はたくさんいても、実際の活動の際に足りな
いことも。ボラセンを通じて臨時で協力してくれる学生を募集できるといいなぁ、と
いう声もありました。

◆具体的に協働したいサークル名があがり、新たな活動のヒントも！
◆新入生向けボランティアサークル紹介企画「トークサロン」へのアイディアや定期的な交
流会の開催について、予定時間を超えて盛り上がりました。

PHOTO NEWS
ダンス部冬公演12/14（金）

2018.12.18

ずんちゃずんちゃ♫

学生児童劇団ピッポ冬公演
12/16（日）

ケーキ屋こむぎの3つのお願い

狭山市立広瀬児童館
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JCSW ネットワーク　を広げよう

岩手・青森・秋田県支部合同の同窓会活動
「３支部」による日本社会事業大学公開セミナー
　「神野直彦 福祉と経済を語るセミナー」を、１１月１８日（日）に盛岡市
で開催しました。このセミナーは、同窓会 岩手・青森・秋田の３支部の
合同企画によるもので、約１２０名が参加。神野直彦学長が「悲しみを

分かち合う経済・福祉」という
演題で講演。セミナー終了後
に交流会を。３支部以外から
のゲストも加わり充実した交
流となり、来年の開催県はど
こかなどの話題など新たな同
窓会活動の動きにも繋がりそ
うです。　              星拓史

　保健福祉関係団体やマスコミの後援を頂き講演会を実施。９月２８日
（金）喜多方市で。市内はもとより、会津地方をはじめ県内から、地域づくり
に取り組む専門職や行政、議員、社協職員、民生児童委員や住民の
方々等約１００名が参加。財政学や地方自治を研究されてきた神野直彦
学長のお話から地域づくりを考える上での方向性について多くの学びを
得ることができ、大変意義深い講演会となりました。セミナー終了後に県
支部総会。その後熱塩温泉山形屋での懇親会ではユーチューブの社大
校歌動画に合わせてみんなで懐かしく校歌を歌いました。（実施報告より）

栃木県支部
総会と忘年会開催！

　12月1日（土）、総会兼忘年会を開催しました。総会はもともと7月に
予定していたのですが、台風のため延期になっていました。同窓会本部
から竹田副会長にお越しいただき、役員中心に9名が参加。総会では、
新会員が増えないため会の予算・繰越金が減少にあること報告。この
ままでは年1回の会報発行すら危うい状況です。来たれ清瀬世代！その
後の交流会では幹事の筆者が泥酔、どうやって閉会したか覚えていま
せん。  
　　　　　　　　    　　　　　　　　　　     34期生 菊池浩史

京都府支部
女性陣の元気・活躍ぶりが目立つ!!
次期支部長に塚本智（学部２５期）さん
　１２月２日（日）京都市内で４年ぶりの開催。９０歳を越した女性会員
を筆頭に、公私の研究・福祉事業に携わる方、もう仕事は退いた方な
ど１２名の集いでした（京都は従来から会員数３０名弱です）。自己紹介、
大学・同窓会の現状説明の後、研修として二人の方に障害児福祉活
動の現場報告を。全体を通して女性陣の元気さと活動活発ぶりが目立
ちました。今回選出された次期塚本新支部長のもと、又の再会を約束
して幕を閉じました。（活動報告より）

佐賀県支部
総会で支部活動の在り方を検討
県内公立・私立高校訪問の実施と
福祉関連団体との連携図る!
　９月２６日（水）大橋謙策前同窓会長を迎え支部総会を開催。最近は
佐賀県への卒業生がほとんどいない中で今後の支部活動の在り方等
を検討しました。
　現在は在校生が一人であり、母校に高校生を送り込むための活動と
して福祉系高校など県内公立・私立高校に入試要項等パンフレットを
直接配付して社大の良
さや特徴を伝えていくこ
と。また社協等の福祉関
連団体との連携を深め
ていくことになり、今回県
内１５校への高校訪問と
「佐賀県社協」及び「佐
賀市社協」との意見交
換を実施しました。
　　           藤崎信一

北海道支部
「地域福祉力の形成」をめざす
市民公開セミナー ｉｎ 小樽・同窓会秋季セミナー
　このたびのセミナーは、昨年の３月に結成された北海道社会福祉系大
学等卒業生等交流会（通称「ヨコイト」）が、小樽の地域福祉実践団体「し
ゃらく祭」と共に開催しました。１０月２０日（土）市民公開セミナー。記念講演
は野口日福大特任教授。シンポジウムは日福大出身の中田さん、社大出
身の儀藤さん、美瑛町の伊藤さんからの報告と提起。約５０人が参加。セミ
ナー終了後に「魚真」にて２５名参加で懇親会。翌２１日（日）は、社大＋日
福大による「秋季セミナー」として「誰も知らない小樽Tour」と昼食会。 　
　　　　    　　　　　　　　　　　　   （北海道支部アガペより）

福島県支部
「分かち合い・共生の地域づくり」を
テーマに支部講演会
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事務局活動報告

　会報｢社大同窓会｣を年に２回約８０００人の同窓生・約１０００人の在校生にお届けしていますが、会費納入者は約１５００人に
とどまります。母校創立７０周年を契機に今後とも同窓会は、卒業生同士の活動だけでなく在校生とも一緒になって、社大教育と
実践をつないでいきたいと考えていますので、一人でも多くの方の会費納入をお願いする次第です。              同窓会役員一同

同窓会費納入に
ご協力を

同窓会費納入に
ご協力を

　社大生の｢職場訪問・体験｣「セミナー参加」を応援する職場体験
応援制度の活用と学内学会との協働について協議しました。
　今年度始まった応援制度については、ゼミや授業でも積極的に活
用してもらうため教職員に制度の周知を図っていくこと。また、学会と
のコラボによる就活フェアーについては、在校生にもっと参加してもらう
ため名称、テーマを工夫して再度トライすることで母校・社大の発展に
寄与していきたいと思います。

　神野学長の最新著書『経済学は悲
しみを分かち合うために：私の原点』（岩
波書店、２０１８年、Ｂ６版２５２ページ）を
プレゼントします。今回は、抽選で１０名
様に。学長の直筆サイン付で。住所・氏
名は次のあて先までご連絡ください。

神野直彦学長著書
プレゼント

〈郵便の方〉〒２０４－８５５５　
　　　　　 清瀬市竹丘３－１－３０　
　　　　　 日本社会事業大学同窓会
〈ＦＡＸの方〉０４２－４９６－３０５１
〈Ｅ-ｍａｉｌの方〉kouyu@jcsw.ac.jp

　春の卒業式・入学式をお花でお祝いしたい。
１１月のある休日、東久留米市シルバー人材セン
ターの皆さんによる花壇作りが始まりました。
　同センターの皆さんは、大学管理棟の清掃や
大学への訪問者に湯茶をお出しする業務の他に、
大学の中庭に花壇を作り四季折々の花を育てる
作業を長年ボランティアで取り組まれています。

大橋ゼミ４５周年ホームカミングデー
旧交を温めよりよい実践へ
大橋ゼミ４５周年ホームカミングデー
旧交を温めよりよい実践へ
　大橋謙策ゼミ４５周年を記念したホームカミングデーが、大
橋先生とゼミ同窓生の出席により１０月２７日（土）に東京・
市ヶ谷の「アルカディア市ヶ谷 私学会館」で開かれました。１０
時開会ののち午前中は大橋先生から記念講演をいただき、
午後は５名の卒業生による実践報告をもとに大橋先生のコメ
ントと出席者から質問・意見などがかわされました。夕方には記
念レセプションが開かれ大橋先生を囲んで旧交を温めました。
ちょうど社大祭開催の時期にあたり、レセプション後には２５年
振りに社大（祭）を訪問し、懐かしさに感動した同窓生も…！　                               
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  熊谷紀良

中庭の花壇作りがスタートしました中庭の花壇作りがスタートしました

10月6日　運営委員会
　
12月8日　運営委員会・関係者拡大会議

10月6日　運営委員会
　
12月8日　運営委員会・関係者拡大会議

ＪＣＳＷネットワーク　職場体験等応援制度始まる！
■社大生の「職場訪問・体験」「セミナー参加」を応援します！
同窓会では、日本社会事業大学とのパートナーシップを推進するため、卒業生のネットワークを活かし
て在校生が同窓生の職場訪問や同窓会支部セミナーへの交通費等経費の一部を助成するための
『五味基金ＪＣＳＷネットワーク職場体験等応援制度』を実施します。（対象や助成金額等については、
同窓会ホームページでお知らせしています）
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勤
と
い
う
立
場
や
通
所
施
設

で
の
業
務
に
限
界
を
感
じ
、
し
っ
か

り
と
組
織
に
属
し
て
よ
り
長
期
的
で

直
接
的
な
支
援
を
展
開
し
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
時
に
や
は

り
先
の
野
球
部
の
同
級
生
（
現
法
人

代
表
新
津
理
事
長
）
の
誘
い
も
あ
り

民
間
法
人
へ
転
職
、
東
京
都
よ
り
受

託
し
た
ホ
ー
ム
レ
ス
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
（
生
活
寮
）
の
職
員
を
十
年
務

め
ま
し
た
。
三
六
五
日
二
十
四
時
間

注
意
を
払
う
必
要
の
あ
る
施
設
勤
務

は
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
新
た
な

福
祉
事
業
の
展
開
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
協
議
し
、
職
員
間
で
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
有
効
な
支
援
方
法
を
日
々

検
討
す
る
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

現
在
の
就
労
支
援
の
仕
事
や
そ
の
想

い
に
つ
い
て

　
七
年
前
か
ら
は
主
に
生
活
保
護

の
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
託
事

業
の
専
門
相
談
支
援
員
（
就
労
支

援
員
な
ど
）
と
し
て
福
祉
事
務
所

な
ど
の
自
治
体
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。
生
活
困
窮
者
支
援
は
児
童
・

障
害
・
高
齢
、
性
別
や
世
帯
、
単

身
な
ど
の
区
別
な
く
、
す
べ
て
の

方
々
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
個
別

の
面
談
・
訪
問
・
同
行
と
合
わ
せ

て
関
係
機
関
の
方
々
と
の
連
携
に

て
支
援
に
あ
た
り
ま
す
。
最
近
で

は
外
国
出
身
の
方
を
支
援
す
る
こ

と
も
増
え
ま
し
た
。
生
活
困
窮
に

陥
っ
た
方
々
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼

コ
ー
チ
に
な
れ
る
よ
う
な
支
援
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
の
思
い
出
は

　
大
学
時
代
は
家
族
と
離
れ
鹿
児

島
よ
り
上
京
し
て
自
分
を
再
構
築

し
て
い
く
こ
と
に
必
死
で
し
た

（
笑
）。
決
し
て
優
等
生
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
く
つ
講
義

を
受
講
し
て
も
授
業
料
が
同
じ
と

い
う
こ
と
に
感
激
し
て
、
と
に
か

く
単
位
を
取
得
す
る
と
い
う
可
笑

し
な
学
生
で
し
た
。

　
四
年
生
の
時
に
原
宿
か
ら
清
瀬

へ
大
学
が
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ

た
時
は
複
雑
な
気
持
ち
で
し
た
。

清
瀬
の
住
民
の
方
が
大
学
建
設
に

あ
た
り
「
大
切
な
樹
木
を
切
ら
な

い
で
ほ
し
い
」
と
運
動
を
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
、
永
く
野
球
部

を
応
援
し
て
く
れ
て
い
た
原
宿
商

店
街
の
方
々
と
の
別
れ
に
動
揺
し

ま
し
た
。
想
定
外
と
い
え
ば
在
学

途
中
で
の
社
会
福
祉
士
制
度
の
導

入
も
衝
撃
で
し
た
ね
（
笑
）。
卒
業

式
に
野
球
部
の
後
輩
選
手
か
ら
胴

上
げ
を
し
て
も
ら
え
た
こ
と
は
一

生
の
思
い
出
で
す
。

今
後
の
抱
負

　
野
球
部
を
通
じ
て
社
大
を
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
出
来
た
ら
嬉

し
い
で
す
。
清
瀬
の
グ
ラ
ン
ド
は

新
関
東
大
学
準
硬
式
野
球
連
盟
二

部
の
試
合
球
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
後
、
グ
ラ
ン
ド
へ
脚
を

運
ん
で
感
じ
る
の
は
グ
ラ
ン
ド
の

荒
廃
と
設
備
の
老
朽
化
で
す
。
現

役
の
学
生
さ
ん
達
に
は
安
全
に
な

る
べ
く
快
適
に
野
球
を
し
て
ほ
し

い
で
す
。
願
わ
く
は
他
大
学
の
野

球
部
の
方
が
羨
む
よ
う
な
球
場
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
現

役
学
生
や
教
職
員
、Ｏ
Ｂ
、
近
所
の

方
々
が
応
援
や
観
戦
に
来
て
く
れ

る
よ
う
な
野
球
部
・
球
場
を
夢
見

て
い
ま
す
。
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現マネージャーさん達と一緒に
（右から2人目が私。選手と結婚して子連れの卒業生も）

清瀬移転後、初めての卒業式で


